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（１）施工方法

１）事故発生までの進捗状況

地表面陥没時

切羽位置(103基)

拡幅範囲

※委員会資料に一部誤記があったため、事実に基づき訂正した箇所を含む。



（１）施工方法
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２）施工ステップ：標準トンネルⅠ型 上半掘削（大断面側）
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（１）施工方法
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２）施工ステップ：大断面トンネル 先進導坑掘削
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（１）施工方法
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２）施工ステップ：大断面トンネル 上半切拡げ掘削



（２）施工状況
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１）断面形状変更による補助工法の見直し

地層分布：変更後
トンネル形状：変更前
掘削方法：変更前

↓
岩被り：約1.5m

地層分布：変更後
トンネル形状：変更後
掘削方法：変更後

↓
岩被り：約2.7m

地層分布：変更前
トンネル形状：変更前
掘削方法：変更前

↓
岩被り：約2.1m

追加ボーリング

・追加ボーリング結果より、土砂層厚が増加し岩被りが
約2.1mから約1.5mとなった。

・当初Ｃ1級と想定している箇所（GL-20.5m～GL-26.3m）は、
施工実績Ｄ1級が大半を占めていた。

●当初設計と追加ボーリング結果、掘削実績に基づいた
地層分布の比較

・大断面トンネルの形状をより扁平にし、岩被り２m以上を
確保した。

・Ｃ1級と想定していた箇所をＣ2～Ｄ1級、その下方の頁岩層は
Ｃ2級と見直した。

・補助工法を見直した。



（２）施工状況
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１）断面形状変更による補助工法の見直し

【先進導坑工法】
・地質状況を確認することができる。・標準トンネルⅠ,Ⅱ型区間での実績がある。
・地表面沈下及び坑内変位の計測結果、地質状況に応じた適切な補助工法を選定することができる。

【先進導坑の補助工法】
・長尺鋼管先受け工：扁平断面であることや岩被りが小さいことに起因する坑内変位と地表面沈下抑制
・長尺鏡ボルト工 ：切羽の自立性確保と切羽前面の土質把握と地下水位の状況確認，水抜き
・高強度吹付け，鏡吹付コンクリート工：切羽及び切羽側面の崩落対策

【拡幅掘削の補助工法】
・サイドパイル工 ：切羽側面の地山の補強による坑内変位と地表面沈下の抑制
・高強度吹付け，鏡吹付コンクリート工：切羽及び切羽側面の崩落対策

※委員会資料に一部誤記があったため、事実に基づき訂正した箇所を含む。



１）断面形状変更による補助工法の見直し

（２）施工状況
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【先進導坑工法】
・地質状況を確認することができる。・標準トンネルⅠ,Ⅱ型区間での実績がある。
・地表面沈下及び坑内変位の計測結果、地質状況に応じた適切な補助工法を選定することができる。

【先進導坑の補助工法】
・長尺鋼管先受け工：扁平断面であることや岩被りが小さいことに起因する坑内変位と地表面沈下抑制
・長尺鏡ボルト工 ：切羽の自立性確保と切羽前面の土質把握と地下水位の状況確認，水抜き
・高強度吹付け，鏡吹付コンクリート工：切羽及び切羽側面の崩落対策

【拡幅掘削の補助工法】
・サイドパイル工 ：切羽側面の地山の補強による坑内変位と地表面沈下の抑制
・高強度吹付け，鏡吹付コンクリート工：切羽及び切羽側面の崩落対策
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（２）施工状況

３）補助工法のステップ

先進導坑
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（２）施工状況

３）補助工法のステップ

上半拡幅掘削



（３）管理基準と計測項目
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１）計測内容と管理基準

【計測内容】
・Ａ計測（坑内観察調査、天端沈下測定、内空変位測定、地表面沈下測定）
・Ｂ計測（吹付コンクリート応力測定、鋼製支保工応力測定、長尺鋼管先受け工応力測定）
・Ｃ計測（ガス管沈下測定、層別沈下計（下水幹線）、地下水位測定、

切羽上方沈下計測（ＳＡＡ）、切羽前方地山計測（Ｔ－ＲＥＸ））
※計測値は現場事務所のモニターにより監視。

●地表面沈下、周辺構造物沈下の管理基準値の設定方法と施工体制

●支保工の管理基準値の設定方法と施工体制

●トンネル坑内変位の管理基準値の設定方法と施工体制



（３）管理基準と計測項目
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